
2022年度終了 東京都立大学教育改革推進事業  

（【B】個人提案型支援プログラム）取組 

 
１ 取組名称 

異文化理解のための動画教材の製作・活用・保存 
 
２ 取組対象科目 

全学共通科目 教養科目群 フランス語圏の文化（X0023） 
 

３ 取組実施代表者名 

人文社会学部 人文学科 教授 西山 雄二 
 
４ 取組年度期間 

2021～2022 年度（２年間） 
 
５ 取組の概要 

教養科目「フランス語圏の文化」では、受講生がフランスの諸事象を考察し理解すること
で、社会的・文化的・歴史的な比較と分析を通じて、日本を新しい視点からとらえなおす能
力を磨くことを目的としている。本授業でのさらに充実した異文化理解を促すために、独自
の動画資料を製作する。具体的には、フランス人学生のインタヴュー動画を主題ごとに製作
し、受講生の予習 ・復習のために活用することで効率的かつ能動的な学びを促進する。また、
ミニレポートにてフランス人学生と議論する機会を設けることで、学修成果のより実践的
なアウトプットを目指す。本プログラムの達成目標は、視聴覚教材の視聴による知識習得、
自宅学習による反省的な理解、ミニレポートによる書く能力の向上という学習サイクルを
体系的に連関させ、効果的に活用することである。 
 

６ 事後評価の総合評定 

３．９※審査会（教育担当副学長及び部局長構成）の審査員が行った５段階評価（５～１）の平均点 
 
７ 事後評価に関する審査会での主な意見 

 ○異文化理解、とくに本事業ではフランスの文化の理解のために、教員、授業受講生、フ
ランス人留学生などの協力のもとで、動画教材の製作・活用、および国際的なアクティ
ブラーニングの実践に取り組んでいることは評価できる。国際課主催の GCC プログラ
ムを通して、学生の能動的な活動を推進する映像配信を行ったことなど、本事業の目的
は十分に達成されたと考えられる。 

 ○フランス文化を中心にし、異文化理解を深める優れた取り組みである。内容も座学、演



習（シャンソン、レベルの高い言語演習）、アウトリーチという様々なアプローチから
なっている。座学についてもフランス人 TA を取り入れた通常の座学とは異なるもの
である．コロナ禍で拡がった ICT ツールもうまく取り込んだ取り組みである。 

 ○従来の文字と写真に加えて動画を導入することによって、教養科目の質の向上が達成さ
れた。アーカイブ公開することによって広範な視聴者を獲得できた。 


